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情報漏えい対策、ガバナンス強化へ。安心・安全オフィス構築を統合サポ－ト 

「セキュアオフィス認証ソリューション」提供開始 

2008 年 10 月 2 日 

 

 

 

 

 

日立電子サービス株式会社（以下「日立電サ」、本社：東京都港区三田、資本金：50 億円、 

代表取締役 社長執行役員： 百瀬 次生）は、オフィス環境からの情報漏えいを防止し、企業の

ガバナンスを強化する「セキュアオフィス認証ソリューション」の提供を１０月２日から開始し

ます。 

■背景 

企業がＩＣＴへの依存を高めるなか、重要な情報資産は企業のいたる所に点在し、それは一般

的なオフィスも例外ではありません。厳重なセキュリティ対策がとられているサーバ室等と違い

オフィスでは多様な業務があり、様々な人が出入りするため大きなセキュリティリスクが潜在し

ています。実際にオフィスからの情報漏えいや盗難等が企業の社会的責任の観点から問題視され

ていますが、オフィスに対して大企業向けのセキュリティシステムは導入・運用面で多額の投資

と工数を要するため、オフィスに適したセキュリティ対策が求められています。 

 

■概要 

「セキュアオフィス認証ソリューション」は、オフィスにおけるＩＣＴ利用に際し、オフィス

特有のぜい弱性と、導入・運用コストを考慮した認証環境を実現し、情報漏えいや盗難等の脅威

から保護します。また、ＩＤ・アクセス管理の厳格化によってコンプライアンス対応を強化する

とともに、認証で使用するＩＤ情報の統合管理によって管理者の負担を軽減することができるソ

リューションです。これにより、オフィス環境において「初期投資と運用コストを抑えつつセキ

ュリティレベルを向上したい」というお客さまの課題にお応えします。また、各認証システムの

認証要素（ＩＣカード等）を共通化することによってＩＣＴ利用者の利便性も考慮し、安全性と

利便性を両立しています。 

 

■商品・サービスの特長 

1．ＩＴ統制や業界ガイドラインで求められるＩＤ・アクセス管理を強化 

オフィスへの入退室やＩＣＴシステムの認証を厳格化することによって、ＩＴ統制や業界ガイ

ドラインが求める「誰が」「いつ」「何をしたか」といったモニタリングが可能となります。こ

れは、オフィスにおける外部者の脅威を軽減するとともに、利用者のセキュリティ意識を向上

させることによって内部犯行も抑止します。また、オフィスのどこにリスクがあるのか分から

ない、またはどのような対策を実施すればよいか分からない等のお悩みをお持ちの場合には「セ

キュアオフィスアセスメント」によって、お客さまのオフィスセキュリティを客観的に評価。

最適なオフィスセキュリティ対策をご提案いたします。 
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2．オフィス認証一元管理による管理者負担軽減 

情報漏えい防止を目的にさまざまなセキュリティ対策が導入されると、それぞれのシステム

毎に利用者ＩＤの登録・削除等の煩雑な管理作業が必要となります。これに対して、セキュア

オフィス認証ソリューションでは、オフィスで使うＩＤ情報を統合管理することによって、シ

ステム管理者の負担や管理工数を大幅に削減します。さらに利用者はＩＤ情報を複数管理する

必要がなくなるため、利便性も向上します。 

 

3．紙媒体からの情報漏えい防止 

オフィスからの情報漏えいで最もリスクの高いのが紙媒体です。セキュアオフィス認証ソリ

ューションは、プリンタでの印刷時に認証を取り入れた「認証プリントシステム」によって印

刷物の不正な持ち去りを防止。マルチベンダのプリンタに対応できるので、既存のプリンタ環

境に対して、簡単に認証プリントシステムを構築することができます。また、重要書類の印刷

イメージの保存や、ムダな印刷抑止が可能で、よりセキュアで効率的なプリント環境を実現し

ます。さらに認証プリントシステム導入後に発生するＩＤ情報の登録や棚卸し等の作業も、認

証一元管理によって管理者に負担をかけずに運用可能です。 

 

4．オフィス全体のセキュリティ対策をカバー 

紙媒体からの情報漏えい対策だけでなく、オフィスに必要とされる入退室管理システム等の

物理セキュリティやＰＣログイン認証等の情報セキュリティ、また、そこで発生するログの管

理・監視による運用、保守にいたるまで日立電サがワンストップで提供します。これにより、

システムライフサイクル全域をカバーし、導入コストを最適化するとともに、お客さまシステ

ムの運用効率を最大限まで高めることができます。 

オフィス
認証一元管理
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図１ オフィス全体のセキュリティ対策をカバー
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■提供価格 

セキュアオフィス認証ソリューション価格（例） 

・ 認証プリントシステム(認証ﾕﾆｯﾄ 1 台、IC ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ･ﾗｲﾀ 1 台、導入費込み)45 万円～(税込) 

・ 認証一元管理システム(50 ユーザ、導入費込み)95 万 4 千円～(税込) 

・ ＰＣログイン認証システム(50 ユーザ、導入費込み)172 万円～(税込) 
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■販売開始 

２００８年１０月２日から 

 

■販売目標 

３年間の累計で１００ユーザへの導入をめざす 

 

■セキュアオフィス認証ソリューションについて 

詳細はホームページをご覧ください。 

http://www.hitachi-densa.co.jp/business/totalsecurity/secure_office/index.html 

 

以 上   

 

 

■商品・サービスに関する問い合わせ先 

日立電子サービス株式会社 プラットフォームインテグレーション事業部 

セキュリティシステム部開発グループ【担当：大西、山下】 

 〒108-0073 東京都港区三田 3-13-12（三田 MT ビル） 

 TEL：03-5441-9484（ダイヤルイン）、FAX:03-5441-9261 

 

■報道機関問い合わせ先 

 日立電子サービス株式会社 社長室広報グループ【担当：矢野、城戸崎（きどさき）】 

 〒108-0073 東京都港区三田 3-13-12（三田 MT ビル） 

 TEL：03-5441-9262（ダイヤルイン）、FAX:03-5441-9243 

ans1@hitachi-densa.co.jp 
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